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第４学年の「多様な動きをつくる運動」において、
基本的な動きをもとに、運動を組み合わせたり
工夫したりする学習を公開しました！

県内各地からたく
さんの参加者があ
り、授業を参観し
ていただくととも
に、熱のこもった
授業研究会が行わ
れました。

【単元】 ４年 体つくり運動『多様な動きをつくる運動』

【本時のねらい】

多様な動きをつくる運動を楽しむために、基本的な動きをもと
に運動を組み合わせたり工夫したりする

【伸ばしたい資質・能力】

・きまりを守りながら、友達と励まし合って運動をしよう
としている

・多様な動きをつくる運動の行い方を知るとともに、動き
の組み合わせ方を考えたり工夫したりしている

・体を移動する運動や用具を操作する運動の基本的な動き
を組み合わせた動きができる

【提案する手立て】

・（手立て①）ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ、ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾀｲﾑによる学習の流れや学習形態
・（手立て②）児童の考えや気づきを引き出す発問

《指導プランp.50,p.102～104》



生徒一人一人が

授業の様子

２．本時の学習課題を確認

３．体を移動する運動と用具（ボール）を操作す
る運動の動きの組み合わせ方を知り、基本と
なる動きに挑戦する

【学習課題】
基本的な動きをもとに、運動を組み合わせ

たり工夫したりして、多様な動きをつくる運
動を楽しもう。

４．ランク付けした理由を考える
上位３位までにランク
された提案について、
なぜ上位に選んだのか、
その理由を考えました。

なぜ、この提案の方が、「よりよい
まちづくり」につながるのかな？

４．組み合わせ方を選んだり工夫したりしなが
ら、新しい組み合わせに挑戦する

１．準備運動、まねっこアスレチックラン

主運動に向けての心と体の準備、豊富な運動量

ホワイトボードを活用して課題を確認

どんな動きができる
かな？

移動やボール操作の
動きのポイントを引
き出し、確認してか
ら取り組ませました。

グループに入り、組み合わせ方をアドバイス

図で示したり見本を見せたりして、基本となる
動きを確実に理解できるようにした

2人組で同時にボールを投げ上げ、位置を移動
してボールをキャッチ

どうやって投げれ
ば相手がボール
をとれるかな？

４人組で同時にボールを投げ上げ、位置を移
動してボールをキャッチすることをもとにい
ろいろな組み合わせを考える

ボールを投げたら、
走るかわりにジャ
ンプしよう。
◎難易度を下げる
工夫も見られた

どのような動
きを選んで、
組み合わせる
といいかな？

手立て①チャレンジタイム
《指導プラン102～104》

手立て①ステップアップタイム
《指導プラン102～104》

手立て②《指導プラン10６～10７》



生徒一人一人が

授業の様子

６．本時の学習をふりかえり、まとめる

【授業研究会での意見】
＜よかった点＞
・意欲が高まる声かけにより、児童の多様
な動きを引き出せていた。

・「個→ペア→グループ」という学びの形
態の変化や「チャレンジタイム→ステッ
プタイム」という活
動の流れが一貫して
いた。

・繰り返し挑戦するこ
とで、動きの感覚が
身に付いていた。

＜改善点＞
・ペアでの学習内容がもっと明確にできれ
ば、グループでの活動がさらに丁寧に行
えたのではないか。

・グループで動きの組み合わせ方を考え、
工夫する際、ミニホワイトボードを使う
などして投げる方向や動く方向の確認等
ができればよい。

・最後に全員でできそうな動きを行い、満
足感や達成感を味わわせるとよい。

【授業者の感想】
「伸ばしたい資質・能力」を明確にし、

単元や１単位時間の構成を工夫したことで、
子供たちは高い意欲をもって取り組み続け、
その結果、身に付けた
様々な動きを組み合わ
せて、質を高めていく
ことができました。他
領域でも同様の手立て
で実践を重ねていきた
いです。

【参加者の声】
・分かりやすく短い発問によって子供の思考が
整理されていることを感じました。
・体つくり運動を実施していく中で、基本的な動
きを学習し、そこから発展・工夫させていくこと
で、子供たちはできる楽しさや喜びを実感して
いくのかと感じました。
・チャレンジタイムとステップアップタイムを設け
ることにより、子供たちの目的がはっきりして、
活動を意欲的に行えると感じました。
・活動が学習内容になっていく体育では、いか
に一人一人の子供が学ぶことができるのか、
そのために具体的な手立てをどうするかが重
要であることを改めて感じました。

＜児童の振り返り例＞
・相手に投げるとき、相手がとりやすいように
軽く投げる。

・転がしたボールをケンケンでとるのはむずか
しいので、一回転してからボールをとるよう
に工夫した。

今日の授業で気付いた
ことや工夫したことを
学習カードに記入

５．動きの組み合わせの発表をする

他のグループのよ
い動きや組み合わ
せ方などを見付け
られるように声か
けをしました。

工夫された動きの組み合わせができた班の発表

学習カードには
「おうちの人か
ら一言」の欄も

手立て②学習カード
《指導プラン10６～
10７》

手立て②《指導プラン10６～10７》


